
組
合
で
は
三
月
十
二
日

ま
で
無
料
申
告
相
談
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

【
用
意
す
る
も
の
】

①
昨
年
の
売
上
げ
、
経
費

が
わ
か
る
も
の
。
自
主
計

算
書
の
な
い
人
は
事
務
所

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

②
扶
養
家
族
の
氏
名
、
生

年
月
日

③
昨
年
支
払
っ
た
国
民
健

康
保
険
、
介
護
保
険
の

金
額

④
医
療
費
の
領
収
書
。
同

じ
世
帯
な
ら
扶
養
で
な

い
家
族
分
も
使
え
ま
す
。

⑤
妻
、
子
供
の
収
入
金
額

⑥
国
民
年
金
、
生
命
保
険
、

地
震
保
険
な
ど
の
控
除

証
明
書

⑦
税
務
署
か
ら
送
ら
れ
て

き
た
申
告
書
、
納
付
書
、

印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
不

可
）
、
前
年
申
告
書
控

⑧
住
宅
を
購
入
又
は
増
改

築
し
た
人
は
組
合
に
問

合
せ
を
。

【
無
申
告
は
加
算
税
が
】

所
得
が
あ
っ
て
申
告
し

な
い
場
合
は
十
五
％
も
の

加
算
税
（
税
額
五
〇
万
以

下
）
と
年
七
・
三
％
の
延

滞
税
が
加
算
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

【
新
組
合
員
も
大
歓
迎
】

は
じ
め
て
組
合
で
申
告

す
る
人
も
大
歓
迎
で
す
。

【
平
日
の
相
談
会
】

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

ま
で
組
合
事
務
所
で
。
夜

間
も
対
応
可
。
必
ず
事
前

に
電
話
を
く
だ
さ
い
。

【
記
帳
義
務
】

昨
年
一
月
か
ら
す
べ
て

の
申
告
者
に
記
帳
が
義
務

化
さ
れ
ま
し
た
。
詳
し
く

は
相
談
時
に
。

【
消
費
税
申
告
】

今
回
消
費
税
の
申
告
を

す
る
人
は
、
昨
年
の
税
率

変
更
に
と
も
な
い
、
一
月

か
ら
三
月
分
と
四
月
か
ら

十
二
月
分
を
区
分
し
て
集

計
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

一
般
課
税
の
人
は
、
収

入
だ
け
で
な
く
経
費
も
区

分
集
計
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

佐野税務署の人

●日時
３月１3日(金)
午後１時集合
●場所
佐野市文化会館

２０１５年２月２５日 Ｎｏ１５９

組
合
員
の
紹
介
に
よ
り
今
年
に
入
り
す
で
に
十
四
人
の
新
加
入
者
を
迎
え
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
（
二
月
二
十
一
日
現
在
）
。
引
き
続
き
紹
介
活
動
へ
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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2月15日に行われた鹿沼地区相談会の様子

国
土
交
通
省
は
、
車
両
総

重
量
一
〇
割
以
上
の
過
積
載

車
両
に
た
い
し
て
即
時
告
発

(

レ
ッ
ド
カ
ー
ド)

を
実
施
す

る
な
ど
「
車
両
の
通
行
の
制

限
に
つ
い
て
」
関
係
法
令
を

一
部
改
正
し
、
二
月
二
十
三

日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。

国
が
実
施
し
た
実
験
結
果

に
よ
る
と
、
全
走
行
車
両
の

わ
ず
か
０
．
３
％
に
す
ぎ
な

い
重
量
を
大
幅
に
超
過
し
た

車
両
が
、
道
路
橋
の
劣
化
に

た
い
し
て
９
割
以
上
の
原
因

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
、
今
回
の
厳
罰
化

に
な
っ
た
も
の
で
す
。

組
合
で
は
法
案
が
明
ら
か

に
な
っ
た
段
階
か
ら
、
国
交

省
に
た
い
し
て
「
過
積
載
の

背
景
に
は
低
単
価
問
題
が
あ

る
。
荷
主
・
荷
受
人
に
た
い

す
る
適
正
指
導
こ
そ
重
要
」

と
意
見
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

道
路
交
通
法
の
改
正
で
は

な
い
た
め
、
運
転
免
許
点
数

な
ど
は
か
わ
り
ま
せ
ん
。

「
車
両
総
重
量
」
な
の
で

「
最
大
積
載
量
＋
車
両
重
量
」

が
基
準
に
な
り
ま
す
。

法
改
正
に
連
動
し
て
、
砕

石
会
社
で
は
積
み
荷
制
限
な

ど
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

業
界
全
体
で
の
単
価
改
善

運
動
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
度
労
災

保
険
特
別
加
入
の
ご
案
内

を
同
封
し
ま
し
た
。

労
災
保
険
は
仕
事
上
の

ケ
ガ
に
適
用
さ
れ
る
国
の

保
険
で
す
。
一
人
親
方
と

し
て
働
く
組
合
員
は
任
意

加
入
に
な
っ
て
い
ま
す
。

民
間
保
険
と
違
い
積
極

的
に
宣
伝
し
な
い
た
め
、

制
度
自
体
を
知
ら
な
い
人

が
す
く
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

治
療
費
や
休
業
補
償
が

国
か
ら
支
給
さ
れ
る
の
で

安
心
し
て
働
け
ま
す
。

民
間
の
傷
害
保
険
よ
り
も

は
る
か
に
優
れ
た
社
会
保

障
で
す
。
同
封
の
チ
ラ
シ

で
ご
検
討
い
た
だ
き
、
同

封
ハ
ガ
キ
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

年
々
組
合
員
の
労
災
事

故
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
今
年
度
は
十
一
件
の

労
災
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

【
発
生
事
例
】

①
建
設
職
人
の
Ｍ
さ
ん
は

炎
天
下
で
作
業
し
た
の
ち

自
宅
で
意
識
を
失
い
転
倒

病
院
に
搬
送
さ
れ
「
熱
中

症
」
と
診
断
さ
れ
労
災
適

用
に
。

②
ダ
ン
プ
運
転
手
の
Ｆ
さ

ん
は
ダ
ン
プ
に
乗
る
た
め

ド
ア
を
開
け
た
と
こ
ろ
突

風
の
た
め
急
に
開
い
た
ド

ア
に
押
さ
れ
て
転
倒
し
腰

を
負
傷
し
て
歩
行
困
難
に
。

③
鉄
工
所
で
作
業
中
、
荷

台
か
ら
ハ
シ
ゴ
を
使
っ
て

降
り
る
際
足
を
滑
ら
れ
て

転
落
、
背
中
、
腰
な
ど
を

負
傷
し
て
現
在
も
通
院
中
。

小ホール


